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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　リスク評価対象物質の選定方針の明確化
　　・ リスク評価対象物質の選定について企業や労働者の意向を反映させるため、これらの代表者をメンバーに指名。
　　・ また、選定手順の透明化のため、検討会を公開で 開催するとともに、リスク評価候補物質・案件を公募。　
○　リスク評価、措置検討プロセスの透明化
　　・ リスク評価、措置検討の手続きの透明化を図るため、検討会は原則公開。
　　・ 但し、企業に立ち入って行う、ばく露調査の結果等を検討する場合には、企業ノウハウ、個人情報の保護に配慮し、非公開で開催する場合もある。
○　リスク評価と措置の検討の分離
　　・ リスク評価は科学ベースで検討を行うため、学識者のみで構成。
　　・ 一方、措置の検討については、政策ベースの検討を進めるため、企業の代表者等もメンバーを加えるとともに、規制を受ける企業等からのヒアリングを実施。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○　対象物質・案件の選定手順の透明化・明確化
　　・ 国のリスク評価は、規制措置の導入の必要性を判断するため、リスク評価対象物質の選定段階から手続きの明確化が必要と判断。
　　・ このため、21年8月に公開の検討会において選定作業を開始し、候補物質・案件を公募。
○　対象物質選定の考え方の策定
　　・ 8月の検討会では、新たに「リスク評価対象物質・案件の選定の考え方」を策定。
　　
○　有害性情報等の提供が必要な物質の追加
　　・ 国内において有害性にかかる懸念・不安が広がっているものについては、リスク評価対象物質に選定。
　　・ 有害性評価を先行実施し、評価結果を公表。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・ 対象となる有害性として、発がん性に加え、生殖毒性、神経毒性等重篤な有害性も対象とした。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・ 対象となる有害性として、発がん性に加え、生殖毒性、神経毒性等重篤な有害性も対象とした。
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